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1. 緒言 
「どのエネルギーを使うとどのように環境に影響が生じ，それらがどのように私たちの生活に影響を与える

のか．」地球環境を改善し維持しながら我々が生活を営むためには，エネルギーと発電をそのライフサイクル

で捉え，総合的に考え，学童期より実践的な取り組みを推進することが必要不可欠である．小学校において

は動機付けとなる授業を実施することが重要である． 
2. 調査方法 
エネルギー環境教育を主軸に，日本全国の小学校で，放射線，原子力，

地層処分に関する出前授業を 2010 年より実施．調査は授業の前・中・後

に，多肢選択式，および自由回答式[1]にて行った．2010 年から 2020 年の

総参加者は 9000 名を超える[2]． 
2-1. 授業実践 
授業前半は放射線，発電，高レベル放射性廃棄物処分に関する基礎知識

をクイズ形式で，後半に「みゆカフェ＊1」による討議と発表を実施[1]した． 
2-2. 意識調査 
座学用スライド資料中のアンケート調査は多肢選択式，みゆカフェの内容は自由回答式調査として集計した． 
2-3. 調査結果・考察  
授業後，約半数の児童（10－12 歳）は地層処分に寛容（図 1）であったが，一方で，「処分＝捨てる」という

言葉に否定的に反応した[2]．原子力および地層処分の理解促進のためには，それぞれのリスク（目的に対する

不確かさの影響；良い事も，悪い事も）の説明をするに留まらず，目的以外の方法についてもそれらのリス

クを説明する必要がある．例えば，地層処分を他の処分方法と比較する事で，地層処分の妥当性と安全性へ

の理解が深まる傾向がみられた[2]． 
3. 結言 
出前授業は有効な教育手段であるが，取り巻く社会環境や社会情勢の変化等が要因で，認知内容は変容する． 
＊1） みゆカフェ：個々のブレインストーミングの結果を基に，彼我がブレインストーミングする連鎖反応効果を活用した討議法 
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